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9. 研究実績の概要

本研究の目的は、不確実性や不連続性が著しく大きい事業環境下での価値評価を得意とするリアルオプション・アプローチを用いるこ
とによって、現実適用性の高い「プロスポーツチームの価値評価手法」を開発することである。研究プロセスは、大きく３つのフェー
ズに区分することができ、平成27年度はそのうち第１フェーズにあたる、プロスポーツチームの収益・コスト構造や契約体系を調査・
分析することにより、リアルオプションを抽出するフェーズである。具体的には以下のような研究を実施した。
（１）わが国のプロスポーツチームを対象とした聞き取り調査や資料調査により、チームの収益・コスト構造、契約体系、リーグや各
種大会の運営システム、制度的制約等に関する詳細な調査を実施した。
（２）聞き取り調査を補完するため、海外のプロスポーツチームや各国のリーグに関する文献資料を収集し、上記内容に関する調査を
実施した。
（３）上記のの調査結果をもとに、チームのキャッシュフローを、選手・スタッフの実力や人気との関連性が強い部分とそうでない部
分を切り分け、前者に関しては、選手・スタッフの実力レベルや人気レベルとの間の関数関係を導出した。一方後者に関しては、どの
ような要素との関連で収入や支出が発生するのかに関する分析を行った。
（４）選手・スタッフに付随するオプション、チーム全体に関連するオプションをもれなく抽出するとともに、オプション間の相互関
連性に関しても分析した。
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